
不
器
男
記
念
館
瓦
版

不
器
男
塾
の
一
句

も
っ
と
知
ろ
う
芝
不
器
男
俳
句
の
魅
力

白
藤
は
花
馬
酔
木
だ
っ
た
！
？

（
１
）

令
和
七
年
七
月
発
行

芝
不
器
男
さ
ん
の
代
表
作
品
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
白
藤
や
揺
り
や
み
し
か

ば
う
す
み
ど
り
」
。
宇
和
島
市
の
伊
達
博
物
館
や
宮
城
県
仙
台
市
の
瑞
雲
寺
に

句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
白
藤
や
」
の
句
で
す
が
、
原
案
で
登
場
す
る
植
物
は
「
白
藤
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
、
不
器
男
全
句
集
の
、
「
前
書
き
の
あ
る
句
」
の
中
に
、

「
久
米
地
吟
行
」
と
し
て
次
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

花
馬
酔
木
揺
れ
や
む
と
き
の
う
す
み
ど
り

こ
ち
ら
が
「
白
藤
や
」
の
原
案
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
、

和
歌
的
な
世
界
観
の
俳
句
に
推
敲
す
る
と
き
に
「
花
馬
酔
木
」
を
「
白
藤
」
と

い
う
優
美
な
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
見
た
も
の
を
大
胆
に
変
え

て
し
ま
う
芝
不
器
男
さ
ん
の
推
敲
の
片
鱗
が
垣
間
見
ら
れ
る
一
句
で
す
。

不
器
男
記
念
の
予
定

晴

天

の

友

の

墓

前

に

白

藤

を

藤
垂

る
る

母
の

頭
を
撫

で
る

ご
と

山
藤

ゆ
る

る
ト

ン
ネ
ル

出
口

へ
と

む
ら
さ
き
の
淡
き
よ
り
藤
ま
た
た
き
ぬ

藤

揺

れ

て

幽

霊

船

が

汽

水

域

藤
棚

や
池

に
う

つ
り
し

地
球

儀
や

玄
基

天
弓

藍
月

ゆ
か

ぱ
ん
だ

五
鈴

七
月
十
九
日

ゆ
か
た
ま
つ
り
（
不
器
男
記
念
館
入
館
無
料
デ
ー
）

不
器
男
塾

八
月
二
十
三
日

不
器
男
塾

九
月
二
十
日

不
器
男
塾

不
器
男
塾
の
ご
案
内

不
器
男
記
念
館
で
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
、

不
器
男
塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
芝
不
器
男
さ
ん

の
俳
句
や
、
学
生
時
代
に
書
い
た
日
記
な
ど
を
テ

キ
ス
ト
に
芝
不
器
男
さ
ん
の
俳
句
の
魅
力
や
松
野

町
の
原
風
景
を
考
え
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
（
高

校
生
以
上
は
入
館
料
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。
）

定
員
は
十
二
名
と
席
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
松
野
町
役
場
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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